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長期的共同研究の中間総括；

当研究会か発足されて以来７年か経過した。これまで「材料の開発と特性評価」に向け

て、「(1)鋳造・溶射などの液相プロセスを利用した材料開発、(2)燃焼合成のような材料自

身がもつ熱力学的エネルギーを利用した材料開発、(3)メカニカルアロイングなどの固相プ

ロセスによる材料開発、(4)ＣＶＤ蒸着などの気相プロセスを利用した材料開発、(5)構造材

料等の機械的特'性評価、及び、(6)機械的特'性評価のデータベース化」の主として６つの研

究課題を分担して研究を進めてきた。その結果、多数の学術論文をそれぞれの専門分野の

学術誌に発表するとともに、データベース構築については当研究会所属研究員以外にも多

くの研究者の協力を得て膨大な学術データを基にデータベース集「Databaseonmechanic

alpropertiesofpowdermetallurgicalmaterials，ＶｏＬ１～ＶｏＬ３｣として出版するに到

った。

当研究会の成果は、現時点において、当初の目的をほぼ達成する段階にきているものと

考えられ、あと１年程度の短期間に、分担研究課題の仕上げと総括的なまとめを進める計

画である。

なお、平成９年度の研究会は下記の通り行った。

第１回５月６日研究報告；松本弘司「鋳鉄粉末を用いた材料開発」

第２回７月１日研究報告；式田昌弘「黒鉛形状の異なる鋳鉄の高温域における

静的引張特性について」

第３回９月３０日研究報告；才原篤「多孔質基板上へのプラズマＣＶＤによる

ＹＳＺ膜の生成」

第４回１１月１８日研究報告；能瀬春雄：「電子デバイス用はんだの強度特'性」

第５回11月２９日研究報告；田中武雄：「ＩＶＤによる硬質薄膜の形成」

（田中武雄）
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メカニカルアロイング等のプロセスによる新材料の開発

田中武雄（工学部）

1．研究の必要性および目的

熱エネルギーに依存したこれまでの合金化手法とは異なり、メカニカルアロイングは

機械的エネルギーによる非平衡相の形成が容易であることから新材料開発のための有力

な手段として注目されている。しかしながら、その合金化メカニズムについては未だ十

分に明らかにはされておらず、機械的作用がどのような過程を経て異種元素同士を拡散

・結合させるかなど不明な点が多い。本研究では、合金化プロセスに最も密接に関連す

ると考えられる欠陥の挙動に関する知見を得ることを目的とし、欠陥の存在に依存して

発生するTＬ（Thermoluminescence）及びTSEE（ThermallyStimulatedExoelectronＥｍｉ

ｓｓｉｏｎ)現象を調べることにした。

2．分担研究課題の中間報告

ＴＬ及びTSEE現象が観測されやすい粉末試料としてCaF2（純度；99.99％）をMＧ（Mech

anicalGrinding)に供した。粉末試料をめのう製ポールミル（純度；９９．９％SiO2）を使

用してMＧし、ＭＧ処理時間に伴うＴＬ/TSEＥグロー曲線を測定した。なお、ＴＬ/TSEEは、

As-MGed状態の試料をペレット状に圧粉成形してＸ線（Cu-Kq）を３０min間照射して励

起した後、室温から900Ｋの範囲（昇温速度；２０Ｋ／ｍｉｎ）で測定した。また、格子

欠陥の生成とＴＬ/TSEE現象との関連を調べるために、粉末を1473Ｋで焼結し、焼結保

持時間と冷却速度を変化させてTL/TSEE測定を行った。その結果、以下のことがわか

った。

As-MGed状態の試料についてはTL及びTSEＥグロー強度はMG時間に伴って一旦増加す

るが、長時間MGで消滅する傾向に示した。一般には砂砕による表面積の増大に伴い空気

中のＨ２０などの吸着量が増加すると考えられることから、ＭＧ処理時間が長いほどTESS

は増加すると予測される。しかしながら、本研究結果からは、長時間MGを行った場合に

は粉末の総表面積に対する表面層近くの欠陥の相対量が減少するためTSEE放射量が減少

したと考えられる。一方、焼結保持時間はTL/TSEEグローに影響を及ぼすことがわか

った。これは、焼結時にＣａＦ２が酸化してCaOが生成するためで、CaOの生成量がTL／

TSEEグローに影響することが示唆された。また、焼結時の冷却速度が大きくなるとＴＬ

／TSEE強度が増加することから、格子欠陥の生成がTL/TSEＥグローに影響することか

わかり、このことからⅡG初期段階でTL/TSEEグローが増加するのは機械的な粉砕によ

って導入された格子欠陥の増加に起因することが示唆された。
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新材料の熱特性評価

渡邊砿志（教養部）

長期的共同研究組織の１つである新材料研究会の研究員になって６年目の年になるので、

今年度は過去６年間のすべての測定データについて再測定を行い、最終チェックをするこ

とにした。比熱・熱拡散等・熱伝導率の測定の場合は、液体窒素を用いた低温領域でコー

ルド・トラップされたわずかな量の氷が平衡蒸気圧が大きく変化する温度付近で真空度を

低下させるので、レーザー光を吸収散乱する。これを避けるためには液体窒素で電気炉の

温度を下げる方向でのみ測定を行なわなければならない。真空を保ったままで温度を下げ

なければならないため、１つの試料の測定に２週間かかることになった。さらにできるだ

け液体窒素温度に近い温度でのデータを得るようにした。熱膨張率の測定の場合は、液体

窒素を用いて最低温度に下げてから一定の速度で昇温するやりかたで測定したが、測定は

簡単だが熱伝導の遅れのため試料の実際の温度は不確かになる。正確なデータを得るため

には、低温領域の温度固定法によって測定する技術を開発するべきである。

再測定を行った試料は次のとうりである。

ＭｇＯ，ＭｎＯ，Ｃｏｏ，ＮｉＯＮｉ

ＳｉＯ２ガラス，ＳｉＯ２（ａ軸とｃ軸），Ｔ

新たに測定を行った試料は次のとうりである。

Ａｌ２０３（ａ軸とｃ軸）

０２（ａ軸とｃ軸）

ＭｎＯのネール点の近傍での熱拡散率と熱伝導率の値は、温度履歴が極端に小さくなる

ため正確には求まらなかった。また、サファイヤの－１５０°Ｃ以下の低温領域での熱拡散

率と熱伝導率の値も、レーザ光の温度履歴による測定限界に達したため正確には求まらな

かった。

窒化物のセラミックス粉末の燃焼合成

111田修（教養部）

分担研究課題の中間報告：

【目的】

軽元素Ｂ、Ａｌ、Ｓｉの窒化物はそれぞれBN、AlN、Ｓｉ３Ｎイ等の共有結合の強い物質であ

り、高温構造用セラミックスとして有名である。これらの物質はいずれも融点を持たず昇

華分解する物質であり、原子の結合状態から電気絶縁性（誘電体）を示すと共に、高い熱

伝導率を有することが分かっている。３物質について燃焼合成を行い、それぞれの粉末特

性を調べると同時に、燃焼温度の測定から熱力学的な反応機構を解析した。

【燃焼温度測定結果】
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融点を示さず分解する物質を燃焼合成する場合、実際の反応温度（以後Tcと記載）は断

熱燃焼温度（以後Tadと記載）と分解温度（以後Tdと記載）の２つに支配される。Ｔａｄ

は希釈量Ｘ（事前に反応物に混合する生成物量）の関数であり、ＴｄはＭ雰囲気の圧力によ

って変化する。これらの希釈量ＸとＮ２圧力を変化させてTcを測定した結果、Tad>Tdの分解

領域では、ＴｃはTadまで上昇せず、Ｔｃ＝Tdとなった。一方Tad<Tdの非分解領域では、Ｔｃ

はTdまで上昇せず、Ｔｃ＝Ｔａｄとなった。以上の２つの結果から、Ｔｃはいずれか低い方の

温度になることかわかった。

【燃焼合成の可能な範囲】

３系のいずれも、燃焼合成は分解領域のみでなく、非分解領域の一部でも可能なことが

分かった。例えばAlNの場合、３０気圧の窒素中では0.55≧Ｘの分解領域で容易に燃焼合

成されるが、非分解領域でも０．７０＞Ｘ＞0.55の範囲では燃焼合成できた。一方Ｘ≧0.70の

範囲（希釈量が多く発生熱量か小さい所）では着火しなかった。同様にＢＮの場合、１００

気圧の窒素中では０．４５≧Ｘの分解領域および０．５５＞Ｘ＞0.45の非分解領域で燃焼合成され

たが、Ｘ≧０．５５の非分解領域では着火しなかった。

【合成粉末特性結果】

Ａ1Nについて、残留ＡＩをＸ線ピーク比より検量線を用いて概算した結果、分解領域で

は920ppm～10200ppmと多いのに比較して、非分解領域で合成した場合は15ppm～390ppm

と少なく高純度AlNを合成できることが分かった。ＢＮおよびSi3N1でも同様の傾向を示

した。以上のことから、希釈量を小さくして断熱燃焼温度を上げて分解領域で合成した場

合、収率は上がるものの分解～凝縮を繰り返した後、最終的にはすべての元素が再結合せ

ず、元素の一部がそのまま残留することが判明した。

【総括】

ＬＢＮ、AlN、Ｓｉ３Ｎ,はいずれも同様の反応機構で燃焼合成されている。

２．分解領域に加えて非分解領域の一部でも燃焼合成は可能である。

３．非分解領域で合成した場合、収率は下がるものの、残留元素の少ない高純度粉末が得

られる

ＢＮの燃焼合成と反応解析

ＩＭＩ純一郎（交迎機械）

分担研究課題の中間報告：

【目的】

Hexa-BNは黒鉛構造と類似した結晶構造を有し、高温でも熱力学的に安定な物質であ

る性質に加えて、電気絶縁性や耐腐食性などの優れた特性を有するため、高温構造材料や

固体潤滑剤、化粧品まで幅広く使われている。一方、高圧安定相であるCubic-BNはＦｅ系

材料の切削工具や、Ｓｉに代わる半導体素子材料として有望視されている。今回、これらの

材料を窒化燃焼合成により作成を試みるとともに、燃焼温度の測定から反応機構の解析を
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行った。

【温度測定結果】

ＢNのように融点を示さず分解する物質を燃焼合成する場合、実際の反応温度（以後Tcと

記載）は断熱燃焼温度（以後Tadと記載）と分解温度（以後Tdと記載）に関係すると仮定

した。Tadは反応式(1-X）[B]＋Ｘ[BN]＋0.5(1-X)[N2]＝[BN]において、希釈量Ｘの関数であ

る。またTdはＮ２雰囲気の圧力によって変えることが出来る。これらの希釈量ＸとＭ圧力を

変化させて、Ｔｃを測定することにより、いずれが温度か支配的であるかを実験より求めた。

Tad＞Ｔｄの分解領域では、ＴｃはTadまで上昇せず、Ｔｄとほぼ同じ温度を示した。一方Ta

d＞Ｔｄの非分解領域では、反応系の発生熱量は一義的に決まるため、ＴｃはTadと同じ温

度を示した。以上の２つの結果から、Ｔｃはいずれか低い方の温度になることが分かった。

【燃焼合成の可能な範囲】

今まで燃焼合成反応は希釈量を減らして収率を上げる目的で、主に分解温度領域に行わ

れてきたが、今回の実験結果より非分解領域の一部でも燃焼合成反応が連鎖的に進行する

範囲の存在が確認できた。

【合成粉末特性結果】

分解領域と非分解領域のいずれの範囲でも、得られた生成物の結晶構造はhex-BNであり、

cubic-BNは含まれなかった。反応率を調べるため残留Ｂの分析を行った結果、非分解領域

で合成したBNの方が分解領域で合成した時よりも未反応Ｂ量は少なく高純度となっていた。

SEMの観察の結果、非分解領域で合成した場合は、結晶構造を反映した六角片条粒子と

なっており結晶化が進んでいることが分かった。この結果は、残留Ｂ分析結果と矛盾が無

く、Ｘ線ピークの半値幅が小さい結果とも合致した．よって、収率を度外視して高純度ＢＮ

を得たい場合は、Ｎ2圧力を増してTdを上げると共に、希釈量Xを増してTadを下げる事

によってTad＞Tdとなる非分解領域で合成するのが適している。

新素材データベースを用いた粉末焼結体の特性評価について

粉末焼結体の疲労強度特性評価について

平野[ﾘI彦（短期大学部）

能瀬春雄（]二学部）

人沢毅（Ｉ学部）

１．新素材データベースを用いた粉末焼結体の特性評価について（平野、能瀬、人沢）

粉末焼結体を素材として実機部材を製造する際、その機械的性質を系統的に把握して

おくことは重要である。しかしながら、粉末焼結体は製造過程において、素材粉末、焼

結体組成、焼結条件および焼結後熱処理などが多岐にわたることから強度特性を系統的

に網羅した情報は極めて少ない。筆者らは大阪科学技術センター付属ニューマテリアル

センターの組織化において、金属系新素材データベース・粉末焼結体編（以下粉末焼結
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体データベース）の構築に携わり、以下に記すデータ集の刊行を行った。

筆書

DATABASEONMECHANICALPROPERTIESOFPOWDERMETALLURGICALMATERIALS

出版

TheNewMaterialCenterJheOsakaScienceandTechnologyCenter(1997）

本データ集は国内外の学協会誌に公表された研究論文より、粉体素材、成形焼成条件

から物理特性および機械的特性に至るまでのデータを網羅的に収録したものであり、ＶＯ

Ｌ１，ＶｏＬ２およびＶｏＬ３の３分冊とデータフロッピーディスクならびにデータ検索用サン

プルソフトウェアからなる。

データ集の構成ならびに概要を以下に示す。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ＡｐｐｅｎｄｉｘＴａｂｌｅｓｆｏｒｄａｔａｅｎｔｒｙ Ｐａｇｅ

・ＴａｂｌｅO1Codeforextracteddirectim OOO1

・TableO2Codeforextracteddirectiｏｎ ＯＯＯ１

（Forimpacttestsandfracturetests）

・TableO3CodeforcrackedspecimenanｄＫｖａｌｕｅ ＯＯＯ２

・TableO4CodeforspecimentypesandｎｏｔａｔｉｏｎｏｆｎｏｔｃｈＯＯＯ４

・ＴａｂｌｅＯ５Ｃｏｄｅｆｏｒｃｒａｃｋｇｒｏｗｔｈｒａｔｅｃａｌｕｃｕｌａｔｉｏｎ ＯＯＯ５

・TableO6CodeforcracklengthmeasuｒｉｎｇｍｅｔｈｏｄＯＯＯ５

Ｄａｔａｅｎｔｒｙｓｈｅｅｔｓ Ｏ００６－００２３

・ＩＮＤＥＸ ＯＯＯ１－０００９

・ＤＡＴＡ ＯＯＯ１－１３６９

・ＲＥＦＦＥＲＥＮＣＥＴＡＢＬＥＳＡＮＤＦＩGURESF-0001-F-00149

・Ｌｉｓｔｏｆｐａｐｅｒ Ｒ－０００１－Ｒ－００１２

また、本データ集にはパーソナルコンピュータを用たデータ検索を可能とするため、

データ部のテキストファイルフロッピーディスクならびに静的強度データおよび疲労強

度データの検索用サンプルソフトウェアを添付した。

2．粉末焼結体の疲労特性評価について（平野）

株式会社クポタとの委託共同研究の一環として以下の研究を行い、論文投稿を行った。

化学成分の異なる３種の高速度鋼粉末（Ｐ／Ｍ材）およびその比較材として（Ｐ／Ｍ

材）とほぼ同等の科学組成をなす鋳造材（Ｉ／Ｍ材）を用い、静的曲げ破壊試験、破壊

じん性試験、疲労試験および疲労き裂進展試験を行い、合金元素成分との対応をみなか

ら系統的検討を行った。また、ＳＥＭによる波面観察およびＥＰＭＡによる元素分析結
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果から疲労き裂進展速度の差異に及ぼすマトリックス中の炭化物の影響についても検討

を加えた。

発表論文

平野明彦ほか：ハイス系粉末焼結体の疲労特性について

日本材料学会「材料」別冊第46巻第１０号１９９８．１０

新合金化プロセスによる材料開発

ｉＩｆＩｌｌ１ｉｉＩｒ美（jqI1UI入学('1）

１研究の必要性および目的

近年、材料開発のための合金化プロセスとしてMeltQuench，CVD，PVD，IVDなど多く

の手法が用いられている。本研究では、熱エネルギーに依存することなく機械的エネル

ギーだけで合金化を達成できるMA(MechanicalAlloying）法をとりあげた。本年度は、

工業的に要求の強い窒化物を作製するために、これまで行ってきた固相一固相の反応を

利用するのではなく、固相一気相の反応を常温で実現するための特別な合金化装置を開

発するとともに、固相と気相との合金化の可能性を調べることを目的とした。

2．分担研究課題の中間報告

固相一気相反応を行うために、内容量200cc、耐圧５０MPaのオートクレーブ型の縦

型ステンレス鋼製アトリッションポールミルを製作した。メカニカルアロイングを行う

ための攪排様式はアトリッション型とし、インペラの最高回転数3.75/S、使用ポール径

１０mm以下、粉末量10～２０９、導入窒素ガス圧力l5MPaでメカニカルアロイングが行え

るようにした。

本年度は、装置製作と動作確認作業を行い、動作確認のための供試粉末には純度99％

の鉄と純度99.9％のクロムを用いた。また、ポール径を５～10mmの範囲で変化させると

ともに、導入窒素ガス圧力を10～l5MPaに変化させた。

その結果、縦型アトリッションポールミルの場合にはアトリッションの動作にポール

径、インペラ形状、インペラ位置が大きく影響し、本実験条件下における動作最適条件

は、(1)ポール径；６ｍｍ、(2)インペラ形状；単葉、(3)インペラ位置；底面より２ｍｍ以下が

最適であることがわかった。

鉄及びクロム粉末を用いて回転動作を調べた結果、破砕粒子径が微細になり容器内壁

と粉末との固相反応が始まると、容器底面に粉砕粒の固着か起こり、固着層がポール及

びインペラの回転運動を阻害し、著しい場合はポールミルの回転が停止した。この問題

を解消するためには、粉砕肋剤を用いる必要があり、メタノール添加により容器壁への

粉末の固着はなくなることがわかった。

今後は、メカニカルアロイングによる金属粉末と窒素ガスとの固気反応を調べる予定

である。
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鋳鉄の種々の負荷条件下における強度特性に関する研究

式１１l昌弘（Ｉ学部）

鋳鉄の歴史は極めて古く、紀元前600～500年に中国で作られたのが最初である。わ

が国にはこの技術が仏教とともに西暦540年頃に伝わり、仏像、梵鐘、農機具、装飾品な

どに利用されてきたか、その全ては低強度の片状黒鉛鋳鉄（ねずみ鋳鉄）であった。第

二次大戦後、品質改良の研究成果としてＭｇの添加によって黒鉛を球状化することに成功

し、また基地組織についてもオーステンパー処理によって引張強度が1000MPaに達する

高強度鋳鉄が開発され、鋳鉄は古くて新しい材料へと変貌してきた。

鋳鉄の種々の負荷条件下における強度特'性に関する研究の一環として、本年度は黒鉛形

状が片状、バーミキュラ、球状のパーライト基地鋳鉄（以下において、ＦＣ、ＣＶおよび

ＦＣＤと記す）について室温での静的引張試験を行って、それらの機械的性質を明らかに

すると共に、７２３Ｋのもとでの高温低サイクル疲労試験を実施し、Mansonのユニバーサ

ル・スロープ法を適用して三種類の鋳鉄の静的強度特性から低サイクル疲労寿命を推定す

ることの妥当性について検討した。

黒鉛形状の異なる三種類のパーライト基地鋳鉄の引張試験結果によれば、黒鉛形状の差

異は明瞭に現れ、ＦＣＤでは一般の炭素鋼に近い降伏挙動が認められたのに比べ、ＦＣの

応力一ひずみ関係は全般に非線形挙動となった。他方、ＣＶはＦＣＤ寄りの引張挙動を示

し、機械的性質においてもＦＣＤ寄りの比較的良好なものとなった。鋳鉄の引張試験結果

における特徴は、破断伸びに比べて絞り（断面収縮率）がかなり小さな値となることであ

る。この傾向は以前にフェライト基地鋳鉄においても確められており、一般の炭素鋼とは

逆の結果になることがわかった。従って、鋳鉄の場合は延性の程度を表す指標としては絞

りよりも伸びを用いた方が適当であると考えられる。

Mansonは約30種類の金属材料について低サイクル疲労試験を行い、それらの疲労寿命が

静的強度特性から推定できることをユニバーサル・スロープ法（共通こう配法）として提

案している。そこで、本研究において得られた高温低サイクル疲労試験結果に対してユニ

バーサル・スロープ法を適用し、三種類の鋳鉄の疲労寿命推定を行ったところ、ＦＣでは

推定寿命は実験結果にほぼ一致するが、ＣＶとＦＣＤでは少しずれる結果となった。そこ

で、ＣＶとＦＣＤについて弾性ひずみ成分と塑性ひずみ成分を弾性係数（ヤング率）およ

び破断延性（伸び）で基準化してユニバーサル・スロープ法の修正式を導き出したところ、

両鋳鉄の高温低サイクル疲労寿命はこの修正式によって推定できることが明らかになった。

本研究での高温低サイクル疲労試験結果を前年度に得た室温における試験結果と比較し、

疲労寿命に対する温度の影響を調べたところ、ＣＶとＦＣＤでは温度の影響が明瞭に現れ

たのに対し、ＦＣでは黒鉛形状の影響が優先し、高温と室温での結果に差異が認められな

かった。
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鉄基粒子分散型複合材料の作製に関する研究

松本弘i］（［学部）

近年、産業機器に対する材料の使用条件がﾉｳﾞ酷となり、耐環境性に対応する材料開発が

望まれている。

本研究では、耐摩耗性材料の開発として、分散型複合材料の作製を試みた。その一つは

新しい方法である反応性アーク溶解法を用いて、鉄基のマトリックス中に高硬度で、耐熱

性にも優れたTiN粒子を均一に分散させた複合材料、第二にHIP焼結によるＦe-0.09％Ｃ

合金粉末を基材とし、耐焼付'性を向上させる潤滑物質の黒鉛粒子を均一に分散させた複合

材料の作製である。

反応性アーク溶解によってFe-Ti合金融液中で窒素ガスを反応させると、Fe-Ti合金

中にTiN粒子が生成し、TiNがほぼ均一に分散した複合材料が得られることがわかった。

そのFe-Ti合金中に生成したTiN粒子の形状は粒状であり、ＴｉＮ粒子の生成量と大きさ

はＭガス分圧、アーク放電時間およびFe-Ti合金組成を制御することによって得られる

ことがわかった。またTiN粒子は、格子定数の測定結果から定比化合物であることを明

らかにした５

次にＦｅ-0.09％Ｃ合金基地中に電極黒鉛粒子を分散させた複合材料については、HIP焼

結温度1273Ｋ、焼結時間3.6ks一定として黒鉛粒子添加率を５vol％、l0vo1％、l5vo1％お

よび20Ｖo1％と変化させたとき、黒鉛添加率が10Ｖo1%で230Hv値の最大の硬さが得られ

た。ＰｉｎｏｎＤｉｓｋ摩耗試験の結果はすべり速度を変化させた時、黒鉛添加率l0vo１%です

べり速度が約0.2m/sにおいて摩耗量が極大となり、約２０m/sになると、摩耗量が極小とな

ることがわかった。この黒鉛を添加した複合材料は片状黒鉛鋳鉄のパーライト地に比べて、

非常に優れた耐摩耗性を有することを明らかにした。

固体電解質型燃料電池の開発に関する研究

才ljj（鰭・中ＬＩＺ保雄（短期大学部）

1．研究の必要性および目的

次世代の燃料電池として注目されている固体電解質型燃料電池（SOFC）はリン酸型

（PAFC)や溶融炭酸塩型（MCFC）と比較して、燃料ガスの改質器やCO変換器を必要とせず、

エネルギー変換効率もこれらの中で最も高く実用化に向けた研究が進められている。ＳＯ

ＦＣの実用化に向けての当面の最大関心事は、電解質の材料選定とその薄膜形成技術に関

するもの、電極およびインターコネクタの材料選定、基板を含むセル構造に関するもの

［よどである。

前回の中間報告においては、MOCVD法により多孔質YSZ基板上に徴密なYSZ膜が得

られ、得られた膜は立方晶の結晶構造を持つことを報告した。また、YSZ基板上に成

膜したYSZ膜の発電特性評価のため、発電素子を構成し０．７V程度の開回路電圧が得ら
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れた゜

今回は白金のスパツタ膜を空気極とせず、混合導電体であるLSM(Laq75Sro25MnO3）を

空気極兼基板として作製し、その上に前回と同様の条件にてYSZ膜を成膜した。

2．空気極基板（Laq75Srq25MnO3）作製

ペロブスカイト型酸化物は混合導電性や選択的イオン導電性と、触媒活性等の興味深

い特徴を持っており研究が進められている。ＬａをSrで一部置換した（La、Ｓｒ）MnO3ペロ

ブスカイト固溶体は酸化物イオン導電性や高い電子導電性を持ち、また高温における化

学的安定性が高く、SOFCの空気極材料として注目されている。

LSM基板の作製手|||頁は出発物質としてLa203、SrCO:，、Ｍｎ鮒０$をそれぞれ０．７５：０．

２５：１．０のモル比に秤量した後1Wt%のポリビニールアルコール(、＝1500）水溶液を粉

末材料１０ｇに対して１１Ｍ加え、ポールみるを用いて１時間混合し、大気中で1300°Ｃで１０

時間焼成した。これを4.5ノリｍのステンレス製メッシュで粒径を揃えたものを円柱金型に

入れ、200kgｆ/c㎡の圧力で成形し、2000kgｆ/cmiの圧力でＣＩＰした。さらに大気中で

1440°Ｃ、２０時間焼成したものを厚さ２ｍｍのディスク状に加工、表面研磨し空気極基板と

した。

3．成膜条件

上記LSMのディスクを空気極とし、MOCVD法により前回のYSZ基板と同条件にてYSZ膜を

成膜した。以下に条件を示す。

材料： Ａ:Ｚｒ(DPM)，、ただしDPMはdipivaloylmethanato

B:Ｙ((DPM)３

エヴァポレータ温度：Ａ:190℃Ｂ：128℃

CVDの種類：PLASMAasistedMOCVD

ベルジャー圧力： ０．７Torr

キャリアガスおよび流量：アルゴン、Ａ:l50SCCM、Ｂ:20sCCM

混合ガスおよび流量： 酸素、６０SCCＭ

基板温度： 400℃

新素材データベースを用いた粉末焼結体の特性評価について

新素材データベース入力システムの開発

澤井猛（工学部）

現在、新素材のデータベースを作成しているが、そのデータ人力は専用用紙を用いた手

書きにより行われている。専用用紙による手書き入力は、比較的簡単に入力を行うことが

できること、高価なハードウェアが必要でないこと、人力中に他のデータとの比較を行う

ことが簡単であること、入力する場所を選ばないこと、および特異なデータにも柔軟に対

応できることなどの利点がある。しかし、コンピュータを使用してデータの検索すること

などの要望も大きい。そのため、手書き入力済みのデータおよび未人力データをコンピュ
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－タヘ人力するべく、コンピュータ入力システムの構築を試みた。

システムの構築に当って、コンピュータの専門知識が必要としないこと、簡単に人力で

きること、人力する場所を物理的に限定しないこと、およびデータ人力時の人為的誤りを

極力少なくできることを目標とした。

システムの形態としてはサーヴァークライアント形式とし、サーヴァにはワークステー

ションを用い、クライアントにはパソコンを使用した。人力に際してはクライアント単体

で動作し、クライアント側に登録されたデータはネットワーク（ＬＡＮ）を介してサーヴ

ァヘ登録を行える。このことにより、クライアントがネットワークを介してサーヴァに接

続されていなくてもデータの人力作業が行え、入力場所を限定しない。また、遠隔地から

はインターネットを利用することにより、ＬＡＮに直接接続しなくてもサーヴァヘの登録

が可能である。

そして、データの人力に際しては、人力データの多くをメニューからの選択方式とする

ことで人為的誤りを極力少なくしている。

しかしながら、現在はまだ開発途上でありデータの全てを入力できない、およびサーヴ

ァヘのデータの登録ができないなどシステムは未完成である。このため、今後システムの

完成をめざす予定である。
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